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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤ照明機器の調光制御方法において、前記ＬＥＤ照明機器が、モータ駆動部にイン
バータ制御機構を採用したクレーンに備えられたものであって、ＬＥＤ用コンバータの調
光信号に２０ｍＡ及び０ｍＡの電流信号を採用するとともに、操作部に２段押ボタンスイ
ッチを採用し、１段目のＯＮ・ＯＦＦ操作で点灯及び消灯を、２段目のＯＮ・ＯＦＦ操作
時間で定格容量の０～１００％のＬＥＤの調光制御を行うことを特徴とするＬＥＤ照明機
器の調光制御方法。
【請求項２】
　前記調光信号を直列接続した複数のＬＥＤ用コンバータに入力することにより、複数の
ＬＥＤの調光制御を行うことを特徴とする請求項１記載のＬＥＤ照明機器の調光制御方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ照明機器の調光制御方法に関し、特に、長距離の省配線で一括して調
光を可能とするＬＥＤ照明機器の調光制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年の省エネルギ化の機運の高まりから、各種のＬＥＤ照明機器が汎用され、これに伴
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い、種々のＬＥＤ照明機器の調光制御方法が提案されている（例えば、特許文献１－２参
照。）。
【０００３】
　ところで、ＬＥＤ照明機器の調光制御方法として、近年になって、交流電源を一旦コン
バータで直流に変換し、この直流電圧をＬＥＤに供給する技術が開発されているが、ＬＥ
Ｄ照明機器に用いられるＬＥＤは、商用点灯するのが一般的であるため、必要以上に明る
い場合があり、これに対処するため、調光制御する必要がある。
【０００４】
　そして、このＬＥＤの調光制御方式として、０～１０Ｖの電圧信号による調光制御方式
を採用したものがあるが、例えば、モータ駆動部にインバータ制御機構が採用されている
ごみクレーンに備えられるＬＥＤ照明機器にこの調光制御方式を採用すると、インバータ
制御機構の誘導ノイズの影響を受けやすく、さらに、配線距離が長いため、電圧信号の電
圧降下によって制御が不安定になったり、不能になるという問題があった。
【０００５】
　また、一般産業用天井クレーンの操作部に採用されている２段押ボタンスイッチによっ
ては、ＯＮ－ＯＦＦ操作が行えるのみで、無段階のＬＥＤの調光制御を行うことができな
いという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１５７９８６号公報
【特許文献２】特開２０１２－１４２１１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記従来のＬＥＤ照明機器の調光制御方法の有する問題点に鑑み、安定した
ＬＥＤの長距離調光を可能にし、さらに、複数のＬＥＤを省配線で一括して調光できるＬ
ＥＤ照明機器の調光制御方法を提供することを第１の目的とする。
【０００８】
　また、本発明は、一般産業用天井クレーンの操作部に採用されている２段押ボタンスイ
ッチによって、無段階のＬＥＤの調光制御を行うことを可能にするＬＥＤ照明機器の調光
制御方法を提供することを第２の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記第１及び第２の目的を達成するため、本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法は、
前記ＬＥＤ照明機器が、モータ駆動部にインバータ制御機構を採用したクレーンに備えら
れたものであって、ＬＥＤ用コンバータの調光信号に２０ｍＡと０ｍＡの電流信号を採用
するとともに、操作部に２段押ボタンスイッチを採用し、１段目のＯＮ・ＯＦＦ操作で点
灯及び消灯を、２段目のＯＮ・ＯＦＦ操作時間で定格容量の０～１００％のＬＥＤの調光
制御を行うことを特徴とする。
【００１０】
　この場合において、前記調光信号を直列接続した複数のＬＥＤ用コンバータに入力する
ことにより、複数のＬＥＤの調光制御を行うようにすることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法によれば、ＬＥＤ用コンバータの調光信号に２
０ｍＡと０ｍＡの電流信号を採用し、定格容量の０～１００％のＬＥＤの調光制御を行う
ことにより、誘導ノイズや電圧降下の影響を受けず、安定したＬＥＤの長距離調光を可能
にすることができ、モータ駆動部にインバータ制御機構が採用されているごみクレーン等
のクレーンに備えられるＬＥＤ照明機器の調光制御の用途に好適に用いることができる。
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【００１２】
　そして、２段押ボタンスイッチを操作部に採用し、定格容量の０～１００％の無段階の
ＬＥＤの調光制御を行うようにすることにより、一般産業用天井クレーンの操作部に採用
されている２段押ボタンスイッチによって、無段階のＬＥＤの調光制御を行うことができ
る。
【００１３】
　また、前記調光信号を直列接続した複数のＬＥＤ用コンバータに入力することにより、
複数のＬＥＤの調光制御を行うようにすることにより、複数のＬＥＤを省配線で一括して
調光することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法を適用するＬＥＤ照明機器の回路図の一
実施例を示す説明図である。
【図２】本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法によるＬＥＤの点灯・調光のタイミング
チャートである。
【図３】本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法によるＬＥＤの点灯・調光のタイミング
チャートである。
【図４】本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法によるＬＥＤの点灯・調光のタイミング
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法の実施の形態を、図面に基づいて説明す
る。
【００１６】
　図１に、本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法を適用するクレーンに備えられたＬＥ
Ｄ照明機器の回路図の一実施例を示す。
【００１７】
　ＬＥＤ照明機器は、地上制御盤側に設けられた、操作・付属１次ブレーカ１、ＬＥＤ照
明用漏電ブレーカ２、操作回路用ブレーカ３、シーケンサ用ブレーカ４、シーケンサ５、
２段押ボタンスイッチ６、ＬＥＤ用補助リレー７及びＬＥＤ用電磁接触器８等と、クレー
ン側に設けられた複数（本実施例においては、４台。）のＬＥＤ用コンバータ９と、それ
に対応する複数（本実施例においては、４台。）のＬＥＤ１０等とで構成され、地上制御
盤とクレーンとを、電源ケーブル１１及び調光信号ケーブル１２によって、接続するよう
にしている。
【００１８】
　そして、このＬＥＤ照明機器においては、ＬＥＤ用コンバータの調光信号に２０ｍＡと
０ｍＡの電流信号を採用し、定格容量の０～１００％のＬＥＤ１０の調光制御を行うよう
にしている。
【００１９】
　また、複数のＬＥＤ用コンバータ９は、地上制御盤と接続された調光信号ケーブル１２
に対して直列接続され、この調光信号ケーブル１２から調光信号が入力されることにより
、複数のＬＥＤ１０を省配線で一括して調光制御することができるようにしている。
【００２０】
　このＬＥＤ照明機器の調光制御方法によれば、ＬＥＤ用コンバータ９の調光信号に２０
ｍＡと０ｍＡの電流信号を採用し、定格容量の０～１００％のＬＥＤ１０の調光制御を行
うことにより、誘導ノイズや電圧降下の影響を受けず、安定したＬＥＤ１０の長距離調光
を可能にすることができ、モータ駆動部にインバータ制御機構が採用されているごみクレ
ーン等のクレーンに備えられるＬＥＤ照明機器の調光制御の用途に好適に用いることがで
きる。
【００２１】
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　以下、このＬＥＤ照明機器の動作について、複数の具体的なパターンを図２～図４に示
すパターン例に基づいて説明する。
　ここで、図２～図４に示す丸付き数字は、図１において部材に付した丸付き数字と対応
している。
【００２２】
　図２に示すように、１回目の２段押ボタンスイッチ６の１段目ＯＮの立ち上りを検出す
ることで、ＬＥＤ１０の点灯（シーケンサ５のアナログ電流出力２０ｍＡ→１００％出力
）する。
　次に、２回目の２段押ボタンスイッチ６の１段目ＯＮの立下りを検出することで、ＬＥ
Ｄ１０の消灯（シーケンサ５のアナログ電流出力０ｍＡ→０％出力）するようにする。
【００２３】
　図３に示すように、１回目の２段押ボタンスイッチ６の１段目ＯＮの立ち上りを検出す
ることで、ＬＥＤ１０の点灯（シーケンサ５のアナログ電流出力２０ｍＡ→１００％出力
）する。
　次に、２回目（複数回に亘って行うことができる。本例では、２回目及び３回目）の２
段押ボタンスイッチ６の１段目ＯＮの立ち上りを検出することで、ＬＥＤ１０の点灯（シ
ーケンサ５のアナログ電流出力２０ｍＡ→１００％出力を維持（ホールド）。３回目以降
は、それまでの状態を維持（ホールド））し、この２段押ボタンスイッチ６の１段目ＯＮ
を維持した状態から、２段目ＯＮの立ち上りを検出することで、シーケンサ５のアナログ
電流出力を２０ｍＡから０ｍＡに向けて２段目ＯＮの時間だけ調光し、２段押ボタンスイ
ッチ６の２段目ＯＦＦ及び１段目ＯＦＦの立ち下がりを検出することで、調光信号をその
状態で維持（ホールド）する。
　この場合、ＬＥＤ用コンバータ９によるＬＥＤ１０の調光範囲としては、定格容量の０
～１００％の無段階の調光制御を行うことができるようにしている。
　次に、４回目の２段押ボタンスイッチ６の１段目ＯＮの立下りを検出することで、ＬＥ
Ｄ１０の消灯（シーケンサ５のアナログ電流出力０ｍＡ→０％出力）するようにする。
【００２４】
　図４に示すように、１回目（複数回に亘って行うことができる。本例では、１回目及び
２回目）の２段押ボタンスイッチ６の１段目ＯＮの立ち上りを検出することで、ＬＥＤ１
０の点灯（シーケンサ５のアナログ電流出力２０ｍＡ→１００％出力を維持（ホールド）
。２回目以降は、それまでの状態を維持（ホールド））し、この２段押ボタンスイッチ６
の１段目ＯＮを維持した状態から、２段目ＯＮの立ち上りを検出することで、シーケンサ
５のアナログ電流出力を２０ｍＡから０ｍＡに向けて２段目ＯＮの時間だけ調光し、２段
押ボタンスイッチ６の２段目ＯＦＦ及び１段目ＯＦＦの立ち下がりを検出することで、調
光信号をその状態で維持（ホールド）する。
　この場合、ＬＥＤ用コンバータ９によるＬＥＤ１０の調光範囲としては、定格容量の０
～１００％の無段階の調光制御を行うことができるようにしている。
　次に、３回目の２段押ボタンスイッチ６の１段目ＯＮの立下りを検出することで、ＬＥ
Ｄ１０の消灯（シーケンサ５のアナログ電流出力０ｍＡ→０％出力）するようにする。
【００２５】
　このように、一般産業用天井クレーンにおいて汎用されている２段押ボタンスイッチ６
を地上制御盤側の操作部に採用し、２段押ボタンスイッチ６の１段目で点灯・消灯制御を
行い、１段目ＯＮを維持した状態から、２段目ＯＮの立ち上りを検出することで、シーケ
ンサ５のアナログ電流出力を２０ｍＡから０ｍＡに向けて２段目ＯＮの時間だけ調光し、
２段押ボタンスイッチ６の２段目ＯＦＦ及び１段目ＯＦＦの立ち下がりを検出することで
、調光信号をその状態で維持（ホールド）することで、定格容量の０～１００％の無段階
のＬＥＤ１０の調光制御を行うことができる。
【００２６】
　以上、本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法について、その実施形態に基づいて説明
したが、本発明は上記実施形態に記載した構成に限定されるものではなく、その趣旨を逸
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【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明のＬＥＤ照明機器の調光制御方法は、安定したＬＥＤの長距離調光を可能にし、
さらに、複数のＬＥＤを省配線で一括して調光できるものであるとともに、一般産業用天
井クレーンの操作部に採用されている２段押ボタンスイッチによって、無段階のＬＥＤの
調光制御を行うことを可能にするものであることから、クレーンに備えられるＬＥＤ照明
機器の調光制御の用途に好適に用いることができるほか、それ以外の各種のＬＥＤ照明機
器の調光制御の用途に広く用いることができる。
【符号の説明】
【００２８】
　１　操作・付属１次ブレーカ
　２　ＬＥＤ照明用漏電ブレーカ
　３　操作回路用ブレーカ
　４　シーケンサ用ブレーカ
　５　シーケンサ
　６　２段押ボタンスイッチ
　７　ＬＥＤ用補助リレー
　８　ＬＥＤ用電磁接触器
　９　ＬＥＤ用コンバータ
　１０　ＬＥＤ
　１１　電源ケーブル
　１２　調光信号ケーブル

【図１】 【図２】
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